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事務事業名子どものための教育・保育給付事業（保育）

17
基本事業： 04幼保サービスの充実 担当部 健康福祉部  

基本事業の
成果指標

①待機児童数（保育所）
②待機児童数（放課後児童クラブ）
③保育サービスの満足度

担当課 保育児童課

担当係 保育児童担当

保育所入所を希望する児童の入所手続きを行い、働く保護
者の支援を行う。私立保育所に対して保育運営の委託を行
い負担金を交付する。

私立保育所に対して委託費、認定こども園に対し施設型給付費を支給し、
児童の保育を行う。

市内　私立保育所　　９園
　　　認定こども園　１園

その他市外の私立保育所・認定こども園へ広域入所児童あり

保護者が安心して働ける環境を作る。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

入所児童数（年間） 20,940 20,25621,483 20,256 22,800

成果指標名称 単位 目標
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
1,752,979 1,827,647 1,823,348 2,026,813計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

682,337 843,785 762,411 850,150
294,248

0
343,803 381,205 416,868

0 0 0
409,995 257,779 277,868 317,415
366,399 382,280 401,864 442,380

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

1.5 1.5 1.5
12,098 12,044 11,882

1,765,077 1,839,691 1,835,230 2,026,813

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

入所希望者の増により、ひきつづき待機児童が生じています。
各保育所との連携により、定員の増員および定員を超えた弾力的な児童の入所措置などのより一層の推進が必要で
す。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
増加対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

児童福祉法及び子ども子育て支援法に基づき、保育を行う保育所
等に対し、施設型給付費（私立保育所においては委託料）を給付
するもの。
近年の社会情勢を反映して入所希望者が増えている。保育士不足
は一定解消しつつあるが、ひきつづき待機児童が生じている。

待機児童数　※平成20～26年　０人
平成27年4月1日　　６３人　平成28年4月1日　　９５人
平成29年4月1日　１７７人　平成30年4月1日　１８１人
平成31年4月1日　１３３人　令和2年4月1日　１２５人

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


